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野党共闘を訴える田名部参院議員

４３名が参加した三八集会

中弘南黒集会で挨拶する大竹医師

各団体が参加した下北集会 子ども６人も参加した西北五

月３回の青森市の3000万署名

弘
大
職
組
の
加
盟
を

歓
迎
の
拍
手
で
承
認

月2回の青森市の署名活動

▼
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ク
ロ
ン
大
統

領
が
徴
兵
制
を
打
ち
出
し
た
。

テ
ロ
対
策
と
言
っ
て
い
る
が
洋

の
東
西
を
問
わ
ず
、テ
ロ
と
言

え
ば
何
で
も
で
き
る
と
い
う
世

の
中
、大
の
大
人
が
ウ
ソ
や
ご

ま
か
し
で
独
裁
化
を
狙
っ
て
い

る
。徴
兵
制
で
一
番
心
配
な
の

は
思
想
教
育
に
使
わ
れ
る
点
。

日
本
で
も
戦
前
か
ら
教
育
勅
語

や
徴
兵
制
で
思
想
教
育
が
行
わ

れ
、あ
の
忌
ま
わ
し
い
侵
略
戦

争
に
突
入
し
て
い
っ
た
の
は
記

憶
に
新
し
い
。▼
第
二
次
世
界

大
戦
か
ら
ま
だ
80
年
し
か
た
っ

て
い
な
い
。し
か
も
日
本
の
場

合
こ
の
４
〜
５
年
で
急
激
な
右

傾
化
が
進
み
、秘
密
保
護
法
、集

団
的
自
衛
権
行
使
容
認
、安
保

法
制
・
戦
争
法
、盗
聴
法
、共
謀

罪
と
立
て
続
け
に
戦
争
に
必
要

な
悪
法
が
強
行
さ
れ
た
。▼
テ

ロ
・
北
朝
鮮
と
言
っ
て
い
さ
え

す
れ
ば
軍
備
拡
大
の
し
放
題
。

つ
い
に
は
平
和
憲
法
ま
で
も
変

え
よ
う
と
し
て
い
る
。９
条
の

１
項
２
項
は
残
し
３
項
に
自
衛

隊
を
明
記
す
る
と
言
う
。１
項

２
項
を
死
文
化
さ
せ
る
の
が

狙
い
で
、か
ね
て
か
ら
ア
メ
リ

カ
が
「
日
本
も
血
を
流
せ
！
」

と
言
い
続
け
て
き
た
こ
と
が
現

実
化
し
て
し
ま
う
。▼
き
ち
が

い
・
ト
ラ
ン
プ
と
極
右
・
安
倍

が
世
界
に
君
臨
す
れ
ば
ど
う
な

る
の
か
、火
を
見
る
よ
り
明
ら

か
で
、右
翼
集
団
「
日
本
会
議
」

の
息
の
か
か
っ
た
自
民
党
中
心

の
国
会
議
員
が
２
０
０
名
を
超

え
、９
条
改
悪
に
血
道
を
上
げ

て
い
る
今
こ
そ
、平
和
憲
法
の

象
徴
で
あ
る
９
条
を
守
る
闘
い

は
待
っ
た
な
し
で
あ
る
。 （
今
）

改憲阻止 大幅賃上げ・労働法制改悪反対
6 地区で意気高く 18 年春闘旗開き

安倍９条改憲NO! 
3000万署名を職場・地域から

ダ
マ
サ
レ
ナ
イ

「
働・
・
・
か
せ
方
改
革
法
案
」

　

１
月
15
日
、
青
森
市
ク
ラ
ウ

ン
パ
レ
ス
で
県
労
連
・
東
青
労

連
の
旗
開
き
が
開
催
さ
れ
、
友

誼
団
体
・
組
合
員
な
ど
１
０
２

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ

説
で
、
「
各
党
が
具
体
的
な
案

を
持
ち
寄
り
、
憲
法
審
査
会
で

議
論
を
前
に
す
す
め
て
い
く
こ

と
を
期
待
す
る
」
と
今
国
会
で

の
憲
法
改
正
の
発
議
を
狙
っ
て

い
ま
す
。

　
世
論
調
査
（
朝
日
新
聞
１

／
20
・
21
実
施
）
に
よ
る
と
、

「
安
倍
政
権
の
も
と
で
の
９
条

改
憲
に
賛
成
で
す
か
」
に
つ
い

て
、
賛
成
34
％
、
反
対
46
％
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
１
週
間
前

の
共
同
通
信
の
世
論
調
査
の

「
安
倍
首
相
の
下
で
の
憲
法
改

正
に
つ
い
て
」
賛
成
33
％
、
反

対
55
％
に
比
し
て
反
対
が
増
え

て
い
ま
す
。
内
閣
支
持
率
も
上

向
い
て
い
ま
す
。

　
19
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国
市

民
ア
ク
シ
ョ
ン
や
総
行
動
実
行

委
員
会
の
国
会
前
行
動
に
は
、

立
憲
民
主
党
・
民
進
党
・
共
産

党
・
社
民
党
が
参
加
、
改
憲
阻

止
、
安
倍
政
権
退
陣
を
訴
え
ま

し
た
。
市
民
と
野
党
の
共
闘
で

安
倍
９
条
改
憲
阻
止
の
運
動
の

強
化
と
３
０
０
０
万
署
名
に
全

力
で
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
過
労
死
認
定
基
準

は
、
残
業
が
「
単
月
１
０
０
時

間
」
「
複
数
月
80
時
間
」
と
な

っ
て
い
る
が
、
関
連
法
案
で

は
、
「
単
月
１
０
０
時
間
未

満
」
「
複
数
月
80
時
間
」
を
上

限
と
し
、
過
労
死
ラ
イ
ン
ま
で

の
残
業
を
容
認
し
て
い
る
。
報

道
で
は
、
36
協
定
を
変
更
し

て
、
残
業
上
限
時
間
を
引
き
上

げ
た
企
業
も
出
て
い
る
。
長
時

間
労
働
の
是
正
と
政
府
は
言
う

が
、
過
労
死
促
進
の
「
働
か
せ

方
」
改
革
で
あ
る
。
過
労
死
が

発
生
し
た
と
き
に
、
「
法
律
通

り
に
働
か
せ
た
の
だ
か
ら
、
過

労
死
は
お
か
し
い
」
と
な
り
、

過
労
死
認
定
基
準
が
後
退
さ
せ

ら
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

ニ
ン
グ
は
青
森
市
セ
ン
タ
ー
合

唱
団
の
う
た
ご
え
で
始
ま
り
ま

し
た
。
奥
村
議
長
は
、
安
倍
９

条
改
憲
は
秘
密
保
護
法
、
集
団

的
自
衛
権
行
使
容
認
、
戦
争
法
、

共
謀
罪
法
に
続
く
核
戦
争
へ
の

道
で
あ
り
、
戦
争
す
る
国
づ
く

り
を
目
指
す
も
の
と
批
判
、
核

兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
す
べ
き

と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
安
倍

政
権
退
陣
の
た
め
、
市
民
と
野

党
共
闘
を
一
層
強
化
し
よ
う
と

訴
え
ま
し
た
。

　

民
進
党
の
田
名
部
匡
代
参
院

議
員
、
社
民
党
の
三
上
武
志
代

表
、
共
産
党
の
吉
俣
洋
県
常
任

委
員
が
挨
拶
し
ま
し
た
。
田
名

部
参
院
議
員
は
、
民
進
党
の
分

裂
に
も
触
れ
な
が
ら
、
市
民
と

野
党
共
闘
に
よ
っ
て
改
憲
阻

止
・
戦
争
法
廃
止
の
闘
い
を
す

す
め
る
決
意
を
の
べ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
日
本

舞
踊
・
寸
劇
・
う
た
ご
え
・

じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
（
自
治
労

連
、
労
金
）
な
ど
で
盛
り
上
が

り
、
最
後
は
「
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」

を
合
唱
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

各
地
域
労
連
旗
開
き
の
参
加
者

は
、
中
弘
南
黒
地
区
労
連
45
名
、

三
八
地
労
連
43
名
、
西
北
五
地

区
労
連
34
名
、
上
北
地
労
連
12

名
、
下
北
地
区
労
連
14
名
で
し

た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
審
議

し
て
い
な
い
残
業
代
ゼ
ロ
法
＝

「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

制
度
」
の
導
入
も
含
ま
れ
て
い

る
。
年
収
が
１
０
７
５
万
円
以

上
の
専
門
職
を
、
労
働
時
間
管

理
の
対
象
か
ら
除
外
し
、
い
く

ら
働
い
て
も
残
業
し
た
こ
と
に

な
ら
な
い
。
財
界

は
年
収
要
件
を

４
０
０
万
円
に
引

き
下
げ
る
こ
と
を

求
め
て
い
る
。

「
同
一
労
働
同
一

賃
金
」
を
強
調
し

て
い
る
が
、
転
勤

や
職
務
、
役
割
等

を
理
由
に
格
差
を

認
め
て
い
る
。

　
安
倍
首
相

は
、
22
日
に

開
会
さ
れ
た

通
常
国
会
の

施
政
方
針
演
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クロスワード
パズル

総
会
で
挨
拶
す
る
奥
村
議
長

＝
お
知
ら
せ
＝

下
北
地
区
労
連
で

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
を
行
い
ま
し

た
。
家
族
も
可
と
言
う
こ
と
で

小
学
生
も
参
加
し
、
両
手
で
持

っ
て
転
が
し
て
い
ま
し
た
。
は

じ
め
は
ガ
ー
タ
ー
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
そ
の
う
ち
ス
ト
ラ

イ
ク
も
だ
し
拍
手
喝
采
で
し

た
。
一
位
は
県
教
組
下
北
支
部

の
委
員
長
で
し
た
。
（
久
保
田

栄
美
・
県
教
組
）

雪
が
降
る
と

転
倒
が
こ
わ
く
て
つ
い
出
不
精

に
な
り
、
食
べ
て
ば
か
り
で
肥

満
症
（
デ
ブ
シ
ョ
ウ
）
に
な

る
。
冬
は
困
っ
た
季
節
で
す
。

（
佐
々
木
か
つ
子
・
年
金
者
組

合
）

正
月
を
迎
え

「
す
す
は
ら
い
」
の
時
期
が
迫

っ
て
き
ま
し
た
。
神
棚
を
は
じ

め
家
屋
の
掃
除
は
毎
年
の
仕
事

で
す
が
、
な
ん
と
な
く
体
が
の

９
条
３
項
に
自
衛
隊
を
明
記

す
る
考
え
方
を
否
定
し
ま
し

た
。
働
き
方
改
革
で
は
、
残
業

１
０
０
時
間
未
満
の
上
限
規
制

や
残
業
代
ゼ
ロ
制
度
、
裁
量
労

働
拡
大
、
兼
業
・
テ
レ
ワ
ー
ク

な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
安
倍

政
権
の
下
で
の
実
質
賃
金
低
下

は
14
万
円
に
も
達
し
て
い
る
と

し
、
今
春
闘
で
実
質

賃
金
の
大
幅
引
き
上

げ
を
勝
ち
取
ろ
う
と

訴
え
ま
し
た
。

　

医
労
連
か
ら
は
、

２
月
24
日
の
平
和
学

習
会
の
開
催
経
過
と

名
護
市
長
選
に
応
援

部
隊
を
送
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
４
万
円
の
賃

上
げ
要
求
を
掲
げ
、

　

１
月
26
日
、
県
春
闘
共
闘
会

議
の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
悪
天

候
の
中
、
11
組
織
14
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
奥
村
議
長
は
、
18

春
闘
で
は
①
憲
法
9
条
改
憲
、

②
働
き
方
改
革
が
大
き
な
焦
点

と
な
る
と
し
ま
し
た
。
国
民
世

論
は
53
％
が
「
憲
法
を
変
え
る

必
要
は
な
い
」
と
し
て
お
り
、

第7回青森年金裁判に80名

り
ま
せ
ん
。
（
岡
本
猛
・
年
金

者
組
合
）

ス
マ
ホ
を
持
�
て
い
な
い
の
で

ひ
ま
な
と
き
は
本
ば
か
り
読
ん

で
い
ま
す
。
最
近
は
太
宰
治
に

は
ま
っ
て
い
ま
す
。
「
酒
の
追

憶
」
「
駆
込
み
訴
え
」
「
お
伽

草
子
」
等
、
時
間
が
な
く
て
も

す
ぐ
に
読
め
る
短
編
も
多
く
、

従
来
の
太
宰
の
イ
メ
ー
ジ
と
は

ま
た
違
っ
た
味
わ
い
が
あ
る
の

で
、
お
す
す
め
で
す
。
（
澤
田

苑
子
・
五
所
川
原
市
職
労
）

平
成
30
年
４
月
に

65
歳
に
な
る
。
年
金
が
満
額
支

給
に
な
る
ま
で
は
絶
対
に
死
に

た
く
な
い
！
祖
母
は
99
歳
ま
で

生
き
、
母
は
89
歳
に
な
っ
た
。

き
っ
と
長
生
き
の
家
系
に
違
い

な
い
と
信
じ
て
い
る
。
他
人
が

何
と
言
お
う
と
長
生
き
す
る
た

め
に
百
薬
の
長
を
毎
晩
欠
か
さ

ず
飲
ん
で
い
る
？
（
中
道
博

章
・
年
金
者
組
合
）

も
う
す
ぐ
１
歳

を
迎
え
る
３
番
目
が
、
階
段
を

登
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

姉
と
兄
が
遊
ん
で
い
る
ロ
フ
ト

を
目
指
し
て
（
玉
熊
律
郎
・
民

医
労
）

　

１
月
19
日
、
青

森
地
方
裁
判
所
で

青
森
年
金
裁
判
の

第
７
回
口
頭
弁
論

が
行
わ
れ
、
県
内

各
地
か
ら
原
告
を

含
め
て
支
援
者
約

80
名
参
加
、
56
の

傍
聴
席
を
埋
め
ま

し
た
。
弁
論
に
入

る
前
に
裁
判
所
に

公
正
判
決
を
求

め
る
要
請
署
名

３
０
５
４
筆
を
提

出
し
ま
し
た
（
合

計
８
０
４
７
筆
）

　

今
回
は
初
め
て
の
試
み
と
し

て
傍
聴
行
動
に
入
る
前
に
雪
の

積
も
っ
て
い
る
青
い
森
公
園
で

短
時
間
の
決
起
集
会
を
開
催
し

告
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
の
口
頭
弁
論
に
向
け
て
、
原

告
は
意
見
陳
述
書
の
作
成
に
取

り
組
み
、
29
名
が
書
き
上
げ
ま

し
た
。
次
回
の
口
頭
弁
論
で
は
、

原
告
や
原
告
以
外
の
低
年
金
者

も
含
め
た
意
見
陳
述
、
弁
護
団

の
意
見
陳
述
を
裁
判
所
に
求
め

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

要
請
署
名
１
万
筆
を
目
指
す
こ

と
、
３
月
17
日
の
青
森
年
金
裁

判
を
支
援
す
る
会
の
総
会
の
成

功
、
４
月
13
日
の
第
８
回
口
頭

弁
論
の
傍
聴
席
を
満
杯
に
す
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

口頭弁論前の決起集会

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル

で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、
組

合
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
お
よ
せ

く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
３
月
15
日

●
発
表
＝
４
月
号

●
宛
先
＝
〒
０
３
０
―

０
８
５
２
青
森
市
大
野
字
若

宮
１
６
５
―
１
９
。
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
は
欄
外
に
表
記
。

「
第
327
回
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
」
係
ま
で
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
ロ
ー
ラ
ー
…
。
…
リ
ン
ク

④
納
得
で
き
ず
…
…
を
申
し
立

て
る

⑦
三
…
…
四
温

⑧
暦
の
上
で
は
こ
の
日
か
ら
春

の
始
ま
り

⑩
映
画
「
ロ
ー
マ
の
休
日
」
に

登
場
。
ト
レ
ビ
の
…
。

⑫
専
門
以
外
に
で
き
る
技
能

⑬
可
愛
く
て
大
切
な
子
ど
も

⑮
…
…
は
思
案
の
ほ
か

⑯
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
の
…
道

⑰
土
俵
入
り
の
…
…
ま
わ
し

⑲
一
…
…
先
は
闇

⑳
衣
服
の
裏
に
使
わ
れ
る
布

㉒
砂
漠
の
乗
物

㉔
秋
田
県
横
手
地
方
で
有
名

㉕
本
命
で
な
い
人
に
も
贈
る

㉖
く
ら
い
。身
分
。立
場

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
東
京
…
…
ツ
リ
ー

②
小
野
妹
子
の
使
命

③
２
０
１
７
年
の
干
支

④
…
…
の
国
の
ア
リ
ス

⑤
…
…
来
た
り
な
ば
春
遠
か

ら
じ

⑥
煙
で
い
ぶ
し
た
食
品

⑨
弱
腰
で
は
あ
り
ま
せ
ん

⑪
徳
川
光
圀
の
別
名
は
…
…

黄
門

⑭
入
学
…
…
。
面
接
…
…

⑮
連
休
に
に
ぎ
わ
う

⑯
二
月
の
異
称

⑱
西
洋
式
の
部
屋

⑲
巣
か
ら
ヒ
ナ
が
離
れ
ま
す

㉑
地
中
に
う
め
た
爆
薬

㉓
火
中
の
…
…
を
拾
う

㉔
…
、現
在
、未
来
。

第
325
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル

《
当
選
者
》
25
通
の
応
募
で

し
た
。
当
選
者
は
次
の
方
々

で
す
。

山
口
浩
美（
全
労
働
）

笹
村
明
日
香（
民
医
労
）

佐
藤
勝（
五
所
川
原
市
職
労
）

伊
藤
孝
子（
新
婦
人
）

佐
々
木
か
つ
子（
年
金
者
組
合
）

●
18
春
闘
勝
利
決
起
集
会

と
き　

2
月
17
日
㈯
13
時
半

場
所　

ア
ピ
オ
あ
お
も
り

講
演　

岩
橋
祐
治
・
全
労
連

　
　
　

副
議
長

決
意
表
明　

各
組
合
か
ら

デ
モ
行
進　

会
場
か
ら
県
庁

　
　

各
組
合
の
旗
を
ご
持
参

●
さ
よ
う
な
ら
原
発
・
核
燃

「
３
・
11
」青
森
集
会

と
き　

３
月
11
日
㈰
12
時
半

と
こ
ろ　

青
森
市
民
ホ
ー
ル

（
青
森
駅
の
隣
）

講
演　

猿
田
佐
代（
弁
護
士
）

　
　
「
日
米
原
子
力
協
定
と

　

核
燃
サ
イ
ク
ル
の
行
方
」

福
島
か
ら
の
報
告

各
地
か
ら
の
報
告

　

大
間
、六
ヶ
所
、む
つ
、函
館

デ
モ
行
進

　
　
　

駅
前
か
ら
県
庁
ま
で

大
幅
賃
上
げ
で
景
気
の
回
復

ー
県
春
闘
共
闘
会
議
総
会
ー

ス
ト
権
を
確
立
し
て
、
社
会
保

障
な
ど
の
国
民
的
課
題
で
た
た

か
う
決
意
が
表
明
さ
れ
ま
し

た
。
県
教
組
か
ら
は
、
労
働
者

を
解
体
（
労
働
者
で
な
い
人
を

つ
く
る
）
し
、
戦
争
に
突
き
進

む
動
き
に
対
し
、
平
和
と
労
働

問
題
を
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と

の
重
要
性
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

労
働
法
制
の
問
題
を
知
ら
せ
る

た
め
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

を
求
め
る
な
ど
、
安
倍
を
辞
め

さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
と

強
調
し
ま
し
た
。
建
交
労
か
ら

は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
長
時
間
・
過

ま
し
た
。
原
告
を
代

表
し
て
柳
谷
東
青
支

部
長
の
決
意
表
明
と

横
山
弁
護
団
長
の
こ

れ
か
ら
の
取
組
み
に

つ
い
て
の
提
起
が
あ

り
ま
し
た
。

　

口
頭
弁
論
は
次
回

の
日
程
の
確
認
を
し

て
短
時
間
で
終
了
し

た
の
で
県
教
育
会
館

に
場
所
を
移
し
て
報

密
労
働
が
ま
か
り
通
っ
て
い
る

現
状
が
報
告
さ
れ
、
人
手
不
足

解
消
の
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
の
連

結
や
大
型
化
で
一
度
に
運
べ
る

量
を
増
や
す
動
き
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。全労連共済

 
県労連新聞に掲載する際は 
８０％に縮小してご使用ください。 

生命・医療・火災・自動車・・・

労働組合の助け合い共済。

民間保険と違い、営利目的ではない。

だから、「小さな掛金」で「大きな保障」が実現。

問い合わせは県労連に ☎


